
⻑野県の⾃然と気候変動
⻑野県環境保全研究所 ⾃然環境部 浜⽥ 崇
（信州気候変動適応センター）

教員を対象としたゼロカーボンに係る指導者養成研修会 第2回 2022年11⽉15⽇



気候変動（地球温暖化）について



出典:全国地球温暖化防⽌活動推進センターウェブサイト

温室効果ガス
・⽔蒸気
・⼆酸化炭素
・メタン
・フロンなど

温室効果ガスあり→14℃

温室効果ガスなし→マイナス19℃

温暖化前 温暖化後
（現在）

地球の気温

地球の⼤気

温室効果と地球温暖化のメカニズム

温室効果ガスの増加＝地球気温が上昇
（地球温暖化）



産業⾰命（⼯業化）以降 ＣO2濃度は増加
CO

2濃
度
（
pp
m
）

1750年〜2011年︓⼯業化以降0年〜1750年︓⼯業化以前

出典︓AR5 WG1 Fig 6.11

データは氷床コアなどの資料から

産業⾰命

産業⾰命→⼈類は化⽯燃料（⽯炭や⽯油など）を使い始める

2021年
415.7ppm



地球の気温は上昇している（地球温暖化）

出典︓世界気象機関 HP資料を⼀部改変

↑1850-1900年の平均気温

約1.1℃上昇

⼯
業
化
以
前
の
平
均
気
温
か
ら
の
差

（℃） 観測された地球の気温の変化



地球温暖化により変わる気候



令和元年台⾵第19号 記録的豪⾬

左：千曲川流域（長野市）、右上：上田電鉄別所線（上田市）、長野新幹線車両センター（長野市）

出典︓信州ゼロカーボンbook



⾼温による農作物への影響

リンゴ（着⾊不良）

レタス（抽だい）

レタス球の中で茎がのびる
（商品性が下がる）

出典︓農林⽔産省「気候変動の影響への適応に向けた将来展望」，⻑野県農業試験場資料「農業技術レーダー第25集」

リンゴ（⽇焼け）



将来の気温の予測 温室効果ガスの削減がカギ

出典︓IPCC、2013︓IPCC第5次評価報告書 第1作業部会報告書 政策決定者向け要約（気象庁訳）を改変

温室効果ガスを
今のように
出し続けた場合

約0.3~1.7℃
上 昇

温室効果ガスを
出さない努⼒を
しっかりした場合

約2.6〜4.8℃
上 昇

世界の年平均気温の将来変化
複数の気候モデルによる。シナリオはRCP2.6（紫） RCP8.5（赤） 陰影部は予測の不確実性の幅平

均
気
温
︵

︶
か
ら
の
差

（℃）

1986-2005年



もし温室効果ガスを今のように出し続けたら・・

2100年
4℃上昇の世界

⻑野市→佐賀県や宮崎県と同じ気温に 滝のように降る⾬（1時間50mm以上）
が増える。降⽔のない⽇も増える。

出典︓信州ゼロカーボンbook



⻑野県における気候変動の実態と影響



⻑期間のデータがある観測地点（⻑野県）

⻑野 1889年
軽井沢 1925年
松本 1898年
諏訪 1945年
飯⽥ 1897年

観測開始年

気象庁観測地点
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猛暑⽇は増加している
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冬⽇は減少している
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年降⽔量は⻑期的な変化なし
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無降⽔⽇は増加，⼤⾬の出現最近多い
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⾬の降り⽅が極端になってきている︖



最深積雪も⻑期的な変化なし
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地域によっては雪は減少
⽩⾺の2⽉年降雪の深さの変化

特に⽇本海側
の地域で顕著

降雪の深さ減少
⽩⾺︓4⽉
⼩⾕︓1⽉,2⽉,4⽉
⼤町︓1⽉〜3⽉



⽣物季節への気候変動影響
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湖沼の結氷への気候変動影響
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出典︓御神渡り出現回数（⽶⼭（1988），Wikipediaより）
︓真冬⽇⽇数（気象庁諏訪特別地域気象観測所データ）

*真冬⽇⽇数＝最⾼気温が0℃を下回った⽇
（1940年代は1945年〜1949年の値）御神渡り

出現回数減っている



ブナ林の分布域が減少
2100年

4℃上昇の世界

出典：「⻑野県の気候変動とその影響」より



ライチョウが絶滅してしまうかも・・
2100年

4℃上昇の世界

常念岳

薬師岳

笠ヶ岳

三俣蓮華岳

燕岳

槍ヶ岳

現在（1981-2010年） 将来（ 2081-2100年）

現在と 将来における ライチョウの生息に適した環境の予測結果
※赤く着色された 部分ほど 生息に適した環境

出典︓Hotta et.al (2019) BMC Ecology

生息可能域

消滅する
生息可能域

出典：「⻑野県の気候変動とその影響」より



イワナへの影響 河川⽔温が上昇すると・・

⽩⾊の地域
⽔温12℃未満

●現在のイワナ⽣息地点

2100年
4℃上昇の世界

l 7％の⽣息地点
が消失

l ⽣息地の分断化

出典：「⻑野県の気候変動とその影響」より



リンゴの栽培適地が減少

1981-2000年

➡

温室効果ガスを今のように出し続けた場合

➡

その他（6℃未満）

栽培に適する気温の地域（6～14℃）

適応策が必要となる地域（14℃以上）

長野盆地

上田・佐久盆地

伊那盆地

松本盆地 ➡
➡

2031-2050年 2081-2100年

【凡例：年平均気温】

リンゴの主な栽培地域

温室効果ガスを出さない努⼒をしっかりした場合
資料提供：環境省地域適応コンソーシアム全国運営・調査事業委託研究業務の研究成果のうち⻑野県の部分を農研機構より提供
出 典：「⻑野県の気候変動とその影響」より

2100年
4℃上昇の世界



斜⾯崩壊の発⽣確率は増加

現在（1981-2010年）

⼟砂災害警戒区域内における斜⾯崩壊の発⽣確率の差
（発⽣確率が90%以上の箇所数の差を市町村単位で集計）

現在（左）と21世紀末（右）において，想定される最⼤の
⼤⾬が降った場合の⼟砂災害警戒区域内の斜⾯崩壊の発⽣確率

発⽣確率
増加

21世紀末と現在の差

＝

＊RCP8.5（温室効果ガスを今のように出し続けた場合）の予測

2100年
4℃上昇の世界

出典：「⻑野県の気候変動とその影響」より



地域における気候変動の影響しらべ



気候変動対策を取り組むきっかけ

l地域の気候変動や影響を知る
l⾃分事として捉えやすくなる

令和元年台⾵第19号の⼤⾬による増⽔のため
崩落した別所線橋梁

出典︓信州気候変動適応センターHPより

上⽥における年平均気温の経年変化

出典︓信州ゼロカーボンbook



地域の影響を知る〜セミのぬけがら探しから

アブラゼミ減少

ミンミンゼミ増加



地域の特徴ある気象を調べる
⻑野市⽴⼤岡中学校での授業
（信州環境カレッジ出前講座として実施）
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気温の⽐較

信州新町（509m） ⼤岡⼩学校（850m）

霧の発⽣が特徴

霧の観察と気象観測

気温の測定と霧の動画撮影

霧の発⽣の条件を考える
その条件が温暖化によって変わるのか︖考える



学校内における気温観測（熱中症予防）
⻑野市の気温分布→街の中ほど気温が⾼い

＝ヒートアイランドの影響

教室内の温度分布

開⼝部近傍(屋外側)

教員の主な滞在範囲

70m

100m

14時の気象台予報値

校庭の温度分布

校舎からの距離（ｍ）



⽣物季節

定点撮影（観察）

過去の資料調べ
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早まっている

2019 年 4 ⽉ 26 ⽇ 

 

5 ⽉ 8 ⽇

 

5 ⽉ 14 ⽇ 

 

5 ⽉ 25 ⽇ 

 
    
2020 年 5 ⽉ 1 ⽇

 

5 ⽉ 8 ⽇ 

 

5 ⽉ 14 ⽇ 

 

5 ⽉ 25 ⽇ 

 
    
2021 年 4 ⽉ 10 ⽇ 5 ⽉ 8 ⽇ 5 ⽉ 14 ⽇ 5 ⽉ 25 ⽇ 

    
 

オオヤマザクラの開花状況をインターバル撮影

例）桜まつり・・過去の満開の記録



地場産業への気候変動影響調査

地場産業

③ステップ①趣旨

②やり⽅

事前学習会（動画視聴）

オンライン成果発表会

・インタビュー調査
・調査とりまとめ

調査ワークショップ

6⽉

7⽉

10⽉

・調査産業決める
・調査⽅法伝授

気候変動が地場産業にどのような影響を
与えているのか︖それを調べたい
⇒⾜下にも気候変動の影響が及んでいる
ことを実感できる︕

1. 調べたい地場産業を決める
2. 企業訪問．インタビューによる聞き取り
3. インタビューを動画に撮影
4. インタビュー結果を動画を活⽤して発表
資料としてまとめる

リスト
を提供

GoPro
貸出

企業連絡
サポート

気候変動

・県内の気候変動
・地場産業と気候

サポート講師陣
・気象キャスター
・気候変動研究者

・成果を発表
・他地域の取組を学ぶ

学
⽣
さ
ん
が
実
施

＊学校側の費⽤負担はありません（インタビュー調査にかかる交通費のみ⾃⼰負担でお願いいたします）

2020年度︓1⾼校，2022年度︓4⾼校が参加



信州気候変動適応センター

このバナーをクリック︕︕

⻑野県の気候変動の事実と将来予測・影響
評価が掲載されたパンフレットをダウン
ロードできます︕


